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理由があってのことかと思いますが、９件中４件とい
うのは多いと感じるので、少しご留意いただけたらと
思います。

わかりました。

質　　　　　　　　　　問 回　　　　　　　　　　　答

随契理由として５号随契が多いように見受けられます
が、担当課がスケジュールを見誤ったり、手間取った
りでギリギリになって緊急でいかなくてはならないとい
うケースがあるのではないですか。

水道破裂や井戸水が取れない等で緊急工事を行っ
た経緯がありますので、５号隋契で問題ないと思いま
す。

年度末の、業者の技術者が少なくなってきた時期に
発注を出しているというのがあり、高い割合で落札さ
れたと考えています。

この時期は、毎年同じ傾向があるということですか。 昨年度はそうではないです。

単純平均落札率も加重平均落札率も過去に比べて
高くなっていると思いますがその原因はなんですか。

２－（１）　一般競争入札、指名競争入札及び随意契
約の執行状況について

今回の発注工事等の案件において、最低制限に張り
付かないなどの落札率の高さが、理由だと思いま
す。１つ原因があるとすれば、同じ時期に同じ工種の
ものが多くでており、そういう案件では、高いパーセン
トで落札されているというのが見受けられました。

平成２８年１２月１日から平成２９年５月３１日までに
契約された各方式別の状況について報告をしまし
た。

例えばどの案件ですか。 電気工事である高圧受電設備の改修工事を同時期
に数案件、発注しています。

発注時期の問題であれば時期を工夫すれば下げる
ことができますか。

●抽出案件１（高区第２配水池～山崎浄水場対向
テレメータ更新工事：随意契約：山崎浄水場）につ
いて

２－（２）　抽出案件の参加資格設定理由及び業者
の選定理由について

各抽出案件について、一般競争入札における参加資
格設定理由、選定理由及び工事概要を事務局から
説明しました。また、随意契約分については、担当課
から業務概要及び随意契約理由を説明しました。

建設した理由に既設の設備等とあるが、どの設備の
ことを指していますか。

テレメータ盤の中にある一部の機器のことです。

今日説明いただいた発注工事の総括表を横に並べ
て、資料をまとめてください。

わかりました。

社会情勢によって他の自治体でも同じような業種に
突然仕事が入ってきてしまうということはもちろん有り
得るとは思うんですが、今回はどうですか。

補助金が付くということで、同じ工種で同じような案件
が出てくるので、確実に業者数が減り、高い割合で落
札される事が見受けられますが、今回の場合は、同
じ工種が年度末に集中したのが原因かと考えていま
す。

応札者数が少し前に比べて減っているように思いま
す。競争性を確保しようとすればやはり５者、１０者程
度は欲しいですが、傾向はどうですか。

今回は年度後半で、受注できる業者が減ってきてい
ます。先ほどの話でもありましたように業者の技術者
が減り仕事が落札できないのだと思います。

金額自体はそんなに高くないんですよね。そうすると
加重平均がどうしてもね。多くは最低制限には張り付
いてはいるんですよね。生駒市の算定のモデルを変
えたのはいつですか。その影響は無いですか。

今年の５月１日に変更したので、今回には反映されて
いません。



質　　　　　　　　　　問 回　　　　　　　　　　　答

プログラムがあるので、別業者に発注するのは難し
いのが実情です。

テレメータ更新工事とは全部取り替えるのではないと
いうことですか。

その通りです。テレメータ盤の中にいくつも並んでい
るテレメータ装置の１つを取り替える工事です。

確かに常識的に考えて、他の業者の部品だと具合が
悪そうですね。

生駒市内本支店の土木のA級は、２７年度の一般・特
定と比べると、一般が若干減っています。

一者しか応札していなかったというのが一転して最低
制限価格での入札だったりで、こういうのは入札をか
けているときに大体これはこうなるなとかはわかるん
ですか。

参加出来ない業者を除いたら何者になるのか。

８３者全ての実績確認は難しいんですか。

●抽出案件４（新小瀬中継所建設工事）：一般競
争入札：下水道課）について

コリンズを一件ずつ確認すれば可能です。今回の業
種は８３者ですが、他の業種では何百者になる場合
もあるので、どこまで調べるのかです。

山崎浄水場の盤の一部分が悪くなったことから、その
更新のため、その盤の製造業者に依頼するというこ
とですね。

その通りです。

少なくとも１０者はあるが、よもや８３者は無いというこ
とですね。

それが隋契理由ということですか。 そうです。

●抽出案件２（北田原中学校線（第１工区）及び高
山北田原線道路整備工事：一般競争入札：土木
課）について

わかりました。本件については金額が非常に大きい
ので、後日でいいので一度８３者分調べて合致する
のは何者か調べてください。

１２者中９者応札ということで、典型的な比較的良い
例ということですが、対象業者数１２者は少ないよう
に感じますが、いかがですか。

市内本店になっています。前回より２者少なくなって
いますが、２８年度の土木の応札者数の平均が９．７
者で大体平均と変わらないです。

入札参加資格が合致しているのが８３者ありますか。 本市に登録している業者は８３者ですが、実績や特
定建設業の許可を持っているかどうかでも入札参加
資格があるかは変わります。

土木の４５００万を超える特定A級ですと、８割９割の
業者が応札します。水道施設工事などの特殊な工事
だと入ってこられないというのはあります。また、解体
工事の場合は、１者でも高い金額で落札はされてい
ませんが、土木に関しては、まず最低制限に張り付く
ので特に問題は無いかとは思います。

対象業者数１２者が少ないと思いますが、生駒市内
本支店に限るというのではどれくらい減っています
か。

上のランクから１０者程度はコリンズを確認し、実績
があるかの確認は取れているので、１０者以上は応
札が可能であるので、入札を行っています。

はい。

そうです。

中央監視なんですか。 そうです。



質　　　　　　　　　　問 回　　　　　　　　　　　答

結局は１者入札ですが、生駒市では１者でも入札は
可能であるという考え方ですけど、なぜ１者入札に
なったとお考えですか。

市の考えでは、近年水道施設工事の業界は全体的
に忙しく、現場の担当技術者が少なくなっておりま
す。そういった理由で応札者が少なくなっていると考
えています。

全体額が大きいのと、落札率がほぼ１００%になって
るということで、その背景等、契約検査課のほうで情
報整理をお願いします。

わかりました。

平成２７年度抽出案件の滝寺中継所建設工事は、水
道施設工事の発注でしたが、不調に終わりました。
再度同一工種で発注するのは難しかったので、電気
工事の占めるウェイトが高いことから電気工事に発
注変更しました。電気工事についてはその当時で登
録業者１８４者を対象にしましたが１者しか応札が無
く、契約金額につきましても落札率も９９．８２%という
ことで、大体同じくらいのウェイトになっているというの
が現状です。特殊性があり金額が上がると思いま
す。

こういう１者入札で９９．８０％というのはよくあるんで
すか。

直接工事費約３億円のうち電気機械で２億３千万
円、その内約１億９千万円程がメーカー特注による機
器類になり、元請業者が慎重にならなくてはいけな
かったのではないかと思います。

特注で汎用品では無いということですか。 設計を組むときにメーカーへ依頼します。実際工事さ
れるときは契約をどういう金額にされるか細かいとこ
ろまではちょっとわかりませんが、あまり差異が無い
ようなことは聞いています。

積算の内訳はでているんですよね。 各工種ごとに出ています。

形式的には入札では不適切とは言えないんでしょう
けど、９９．８０%というような内容はやはり役所の中で
確認するか、調査する必要があると思います。こうい
う積算は普通は９割か９割をきるぐらいで持ってくる
のではないかと思います。仰ったように特殊な工事か
もしれませんが、そのところはどうですか。

今回の案件に関しては２分の１の施工実績で求めて
いますが、今年の５月１日からは３分の１の施工実績
にしていますので、低い金額の施工でも入れるように
設定しており、少しでもより多くの業者が応札できるよ
うにしてます。

全国他の自治体でもこういう中継所の工事というもの
はあるかと思いますが、その時の結果等を掻い摘ん
で調べていただいて、他の件と比べて、生駒市のこ
の現状が異常なものなのか、正常ものなのかをまた
調べてほしいです。

分かりました。

今の話でしたら入札参加資格を変更しても結果があ
まり変わらない可能性があるという考えですか。

特殊な工事だということがありまして、特に機器設備
がほぼ工事費の割合を占めています。機器について
もメーカーの特注品ということで高止まりになっている
のではないかと考えています。結局メーカーから買う
ので単価的なものの駆け引きというのはどういうもの
か分かりませんが、影響してるのかと思います。

業者も入札の参加資格はあるが、他の仕事もあり応
札しないことがあるんですか。

材料代が結構かかったということですか。

業者から見たら、工事実績というのは分かるんです
か。

コリンズに登録されていれば分かります。

機器類でかなりの費用を占めてますので、メーカーか
ら買わないといけませんし、殆どが特注品です。



質　　　　　　　　　　問 回　　　　　　　　　　　答

先程同じく上位１０者は確認してますが、全者は確認
していません。

それでも１者なんですね。これはアスベストはあった
んですか。

設計変更はしたんですか。

橿原の業者になります。奈良県の解体工事業協会の
会長と聞いています。

解体は結構お金がかかるものなんですね。今回は最
低制限価格に張り付いていたので良かったですが、
今後予定価格に張り付く可能性も十分にありえます。
今後何か考えないといけないですが、できる対策は
限られてきますね。

そのとおりです。

これは生駒市に載っている業者ですか。

工期が７月末で変更は回ってきていません。別の工
種になるわけではなく、解体の一部でそれが増えて
いるだけなので、一工程増えるということです。

解体工事はさほど難しい工事ではないと思うんです
が、特殊な工事なんですか。金額は結構大きいです
が、難しいんですか。これぐらいの金額でかつ、工事
内容としても一般の解体という言葉から受ける印象よ
りも、厳格な執行が求められるような工事内容なんで
すか。

技術的な面から品質を確保するという観点はありま
せん。まず安全を確保するという面は、持たれている
と思いますが、特殊ではないと思います。

３５者中１者ということですが、なぜ１者入札になった
のですか。

こちらの案件もこのようなことにならないよう、先ほど
と同じようにコリンズ登録を上位１０者程度は実績を
確認し、入札を行いました。結果、１者しか入札が無
かったということで、実績はあるけれども応札しなかっ
たというのが現状です。ただし、この時も２分１の施工
実績でいってますので、今年からは３分の１の施工実
績にしており、予定価格が１億４千万円なので、５千
万円の施工実績があれば入ってこれるようになって
います。

外壁のリシン材にアスベストが含有されており、追加
工事として、外壁を削ってから解体する工事になりま
した。

とび・土工工事で登録している全業者です。

先程と同じ質問になりますが、条件をクリアしている
のは３５者もいないということですね。

工事はしやすいんですか。 一部解体ではなく全部解体なのでしやすいです。

この業界では大きい会社です。また参加資格のとき
に合致する数がいくらぐらいかということでお話を聞
いておりますので、落札業者だけ、どれくらいの金額
があるかコリンズで確認させていただきます。

●抽出案件３（生駒北小学校校舎解体工事）：一
般競争入札：教育総務課）について

落札業者はどこの業者ですか。

指名にして応札者が増えるのであれば、指名も考え
なければならないですね。

総合的なものでしたら建築一式、土木でも解体を単
独で出している市町村もあります。ただ、解体工事業
が新しくできたので、解体工事の業者の育成でそこに
出さないといけないと考えています。解体工事での登
録業者数も少なく、そういう懸念も考えられるので検
討したいと思います。

発注時期に同工種を出さないのが一番いいかと思い
ます。

落札業者は結構実績があるんですか。

契約金額は上がるということですね。



質　　　　　　　　　　問 回　　　　　　　　　　　答

全国の国土の調査協会というのがあり、その協会が
出している積算基準書があります。それを元に本市
も、県も民間の団体も積算し、これを元に算出すると
面積、地形上の制限等を率で計算していくだけなの
で、意外と簡単に出せます。

協力していていただけない方や、土地の所有者が分
からないというところもあります。そういうところは一度
見て、地籍図上にプラス表示される形になります。

１００％というのはなかなか難しいということですか。

応札しているところは地籍調査をメインにやっている
ところが多いです。

それでばらつきが少ないということですね。ここにある
地質条件とはなんですか。

最低制限価格にばらつきが少ないですね。こういうの
は割と金額の計算がしやすいんですか。

これは２年間かけて行うのですか。 １年目に基準点を設置して、後に家屋の土地所有者
の方々と立会いし、境界を確認し境界のポイントを決
めていきます。その後図面を作成し、２年目に閲覧で
土地所有者の方々に確認していただきます。

土地所有者の協力がいると思いますが、皆さん協力
的なんですか。

地質条件が良い場合であればコスト面が安くつくとい
うことですか

そういうことです。

●抽出案件５（鹿畑町北部地内地籍調査測量業
務委託：一般競争入札：事業計画課）について

そうです。ただ、この鹿畑地区につきましてはほぼ１０
０％に近い形で立会いしていただいています。やはり
中心部に戻ってくると、一度見てという形が増えてき
ます。

高低差の条件はあります。平坦地等はありますが、
生駒市の中で平坦地の基準の中に入ると思います。
山間部、例えば生駒山の斜面でしたら傾斜地の基準
に入ります。街中であれば平坦地の基準に入ってい
ます。

他にも奈良支店がいくつかありますが、必ずしも奈良
市内ではないということですか。

地質条件というものが基準書のなかに決まっていて、
今回の市街地１でしたら市街地村落地域の中で家屋
密度が４０％前後というような指定があります。簡単
に言うと、見通しが利く割合です。田んぼなどは見通
しが利くのでしやすい。家が連坦していると見通しが
利かないので基準点を何度も据え変えなければなら
ないので手間がかかるというものです。

落札業者の営業所というのは奈良市内ですか。

これは業者というか、法人というか、こういう事業タイ
プがたくさんあっても実際できる人っていうのはなか
なかないのではないですか。

五條市になります。

ここは高低差は。

はい。



質　　　　　　　　　　問 回　　　　　　　　　　　答

生駒市が３分の１、県が３分の１、国が３分の１になり
ます。

ということは市の持ち出しというものは非常に少ない
んですね。それならもっと行ってもよいのではないで
すか。

人手不足もあり、なかなか進まないというのもありま
す。

こういうものは国の仕事かと思うのですが、それほど
市が負担するのですか。

地方交付税の関係により、生駒市の実質的な負担額
は８％程度になります。

平成２８年１２月１日から平成２９年５月３１日まで
の入札参加停止措置を行った状況について報告し
ました。

仕事を取りにこようと思ったら、もっと低い金額で入れ
る業者さんがいても不思議ではないのかなと思ったり
もするんですけど、そういうものではなく、それ相応の
コストが必ずかかる仕事であるという風に見ていいと
いうことですね。

担当はそう考えています。

３－（２）　建設工事における設計変更の状況につ
いて

平成２８年１２月１日から平成２９年５月３１日まで
の期間に完成した案件について報告しました。

３－（１）　入札参加停止措置の運用状況について

金額にもよりますが、基本的には担当課で係長含
め、業者とのすり合わせを行い、協議書を交わし、課
長まで決裁をとります。

委託費用など、この費用はどこからでるのですか。

積算の根拠と実際にかかるコストがほぼ合っている
とみていいんですか。例えば設計等でしたら予定価
格に比べて落札率が４０％とか下がったりしますよ
ね。そういうものではなくて、こういう調査は予定価格
にかなり近いコストが実際に発生するものなんです
か。

感覚としてはそのように見受けられます。ただこの地
籍調査というのは通常の測量とは違い法務局に備え
付けております公図等、明治時代に地図の改正に
よってつくられた面積、大きさ、あやふやな状態のも
ので保存されてます。それを正確にするためのもの
ですから、あくまでも個人情報を非常に多く扱ってい
かなくてはならず、それを個人さんと土地の境界を確
認して、２年かけて閲覧までし、３年目にまた国、県
の検査を受け、法務局に備え付けるという作業まで
が１工程となります。その点に関しても、立会いした
個人さんから、あのときの立会いについて確認したい
と聞きにこられたりもありますので結構長い間で当時
の立会いの内容を把握してもらいたいという責任の
高さからいえば、結構大変な業務と思います。なので
これぐらいの落札率が妥当ではないかと担当として
は感じています。

前回が平成２８年４月１日から平成２８年１１月３０日
までで、全体で５１件、設計変更が３９件、割合が７
６．４７％ですのでほぼ同じぐらいの割合です。変更
額のトータルも増減の割合が、昨年の一つ前で１０
５％になってます。そこからは少し下がったように見
受けられます。件数的にはほぼ７割５分ですので、何
らかの増減があると思います。

いくら以上になると、契約金額の何割以上になったら
入札にかける、設計変更に入れる等の決まりはどの
ようになってますか。

国の考え方で２割までは設計変更、３割を超えたら別
契約というのはあります。国であれば大きい金額にな
るので、例えば下水の場合でしたら工事の工法が変
われば金額が跳ね上がり、３割を超えても対応してい
るのが現実です。

毎年設計変更の割合はこんなものですか。

設計変更の許可というのはかなり慎重にいかないと
いけないと思いますが、生駒市ではどういう体制なん
ですか。



質　　　　　　　　　　問 回　　　　　　　　　　　答

逆に生駒市の業者からは本店だけにして欲しい、生
駒の地域の業者をもっと大事にしてほしいなど、そう
いう要望が以前からあったんですよね。

ありました。

それで今回こういう風に緩めたわけですけど、何かそ
ういう業者さんは評価されているんですか。

評価はしてくれていると考えています。新規参入の業
者が増えてきていますので、そこがもっと入っていた
だければと思っています。例えば市内の土木B級でし
たら、実績緩和で参入してくれているところもあります
し、造園に関しては市内支店から市内本店に変更し
たところもあり、業者数としては増えてきています。

今考えておられるのは、減るのは良くないので、参入
できる要件を緩和することで参加業者を増やす対応
を取っているということですね。

心配していた悪い影響もそんなに無いということです
ね。落札率も別に高くなってる訳でもないですし。前
に話しにありましたが、せっかく生駒に支店を作った
のに入札参加できないと文句を言う業者もいたと聞
いていますが、その点は大丈夫ですか。

大丈夫です。

支店から本店に変えてくるに当って、名目上だけの
本店に変えているところとかは無いんですか。

それは無いと思います。

ただ、いまでしたら実績が無いところに対しての育成
になるんですが、先ほどもお話にありましたが実績が
有るのに応札しないのはどうしたらいいのかの問題
があります。２分の１にしても３分の１にしても応札し
ないとどうしようもないというのがあります。次年度は
そういったところも検討して発注したいと考えていま
す。

３－（３）　地域要件変更後の入札参加の状況につ
いて

地域要件変更後の入札参加の状況について、報
告し、ご意見をいただきました。

２８年度は横ばいの傾向ですか。 そうです。

そういう決まりはありません。これは財政的に４％から５％くらいは見るのを前提で
運営されているものなんですか。

前もそうでしたけど、設計変更に関しては仕方ないと
ころはありますね。これは継続してやっていただける
んですか。

市内本支店から市内本店だけに地域要件を変えて、
全体として少し減るのは当然ですが、そこまで大きな
減りは無かったのですね。落札率は少し下がってい
るのが多かったのですか。

そうですね。２９年の５月からは最低制限価格を少し
上げていますので落札率は若干上がっております。

そうです。高額な案件が、増減割合を引き上げている
というのはあるかも知れないです。

継続して、１億円越えに関しましても詳細にやってい
きます。増減に関しても半期毎にデータを出させてい
ただきます。

1億超えは増減割合が３．２０％、一般では３．５０％と
いうことで金額の大きいものはきっちりチェックしてる
ということですかね。０．３０％くらいの違いなので、逆
にオールでいった方が増減割合が大きくなるんです
ね。

ということは、担当課の課長がOKを出せば設計変更
ができるということですか。

そうです。ただし議会案件は、設計変更額３０００万円
までは事後報告としています。小中一貫校施設整備
工事についても、市長まで決裁は回っていますが、設
計変更額が３０００万円未満なので、議会には事後報
告としました。



質　　　　　　　　　　問 回　　　　　　　　　　　答

市内の業者しか取っていないので、今年度に限って
はそれは無いです。去年までは、市外の業者が来て
落札することもありましたが、特殊なものは別です
が、今はほぼ市内の業者が落札している状態です。

名目上の本店というのは今のところ無いのですね。 そうです。ただ、個人主で移動させる人がいるので、
それは排除できるように今回しました。造園に限って
は、名前が一緒で、同一人で二つもっているところも
あります。次から次へと色々な手を考えていらっしゃ
るので、それは極力排除できるようにしています。

あえてこんな状態ならやめる必要も無いのかと思い
ます。それだけ聞くと入札改革の後退という風にも聞
こえます。自分たちの自治体を優先するのは、他の
市町村でも多いですが、見た感じ外から来た業者が
良く取っていっているということも無いですよね。

１者入札は不調にはしないんですね。 指名競争入札は２者以上でなければだめですが、一
般競争入札の場合は１者でも競争性が発揮されてい
ることから、本市では不調にはしていません。

29年度で落札率が上がってるのはなぜですか。 ２９年度については５月１日以降の開札になります。
５月１日で最低制限価格を上げましたのでその影響
です。

入札は他はまだ本店の業者でやってますが、入札を
進めていくという観点では、広く受け入れすることが
望ましいのでしょうが難しいところですね。入札も国に
も言えるが、一昔前までは競争性を発揮と言ってい
たが今は地域を優先となっている。その時に落札率
が上がるのでは、そうすると議論として、先ほどの話
の様に税収が本店と支店でどうなるか、本店も支店
も無い業者の場合はどうなるのか、そういうデータが
あれば総合的に議論しやすいですね。そういった
データの整備も、我々の中で作って共有していく必要
があるのと思いますがいかがですか。

今、国は被災地や、東京がメインかと見受けられま
す。最低制限価格も２９年度も上がっており、９０％を
超えている状態です。国からは、地方も国がこう出し
ているからこういう風にしてくださいという文書は来る
のですが、市の税収等も考えて、なかなか上げられ
ない。本市も９年がかりで上げましたので、すぐに上
げていくのもなかなかできません。ただ、先日国の会
計検査を受け、会計検査員から、国が示す予定価格
や最低制限価格に合わす必要は無いという見解も頂
いたので、現時点では現状態を維持していくかたちで
考えています。

３－（５）　最低制限価格制度について 本市の最低制限価格について、ご説明し、今後の
最低制限価格の設定基準について、ご意見をいた
だきました。

３－（４）　不調・不落、1者入札の状況について 平成２９年２月～５月における不調・不落、1者入札
の状況について、報告し、ご意見をいただきまし
た。

状態によって、応札者が全然入ってこない、そういう
状況があれば考えるということですね。

そうです。

本店と支店の従業員の割合で所得を計算します。本
店に100人支店に1人だったら100対1で計算します。
均等割りは同額です。従業員が50人以上になるとそ
れが上がったりします。所得割は全体の従業員で計
算します。

それなら本店を置いたほうが当然大きくなるというこ
とですね。

市内支店を排除する意味は無いのではないですか。
入れていてもいなくてもあまり変わらないのであれ
ば、入れてもいいんじゃないかなとも思いますが。

市内支店では業者自体の住所はそこにあるが、本当
にそこに居るのかという問題があります。市内に支店
があるので、税自体は生駒市に落ちていますが、現
実的に居てるのかという疑問があります。本店を持っ
ているところはこちらに居られることが確実ですので、
市内支店は排除していくほうがいいと考えます。

税は支店でもそこそこ入ってくるんですか。本店のほ
うに大分吸い取られるイメージですが。

いくらかは入ってきます。



質　　　　　　　　　　問 回　　　　　　　　　　　答

そうですね。２５００万円から特Aも入って来れます。
確かに競争性は増えるかも知れませんが、その額を
上げているわけではないので特に問題はないと思い
ます。

３－（７）　生駒市建設工事等入札参加者資格審
査要綱の取り扱いについて

そうです。

特Aの部門も結構件数はあるのでそこまで文句は
言ってこないと思いますね。

それぐらいですみますか。

毎年やっています。ですが毎年出してもらうとかな
り複雑になるので、申請時に出してもらった経審に
のっとって、A級・B級を定めています。それに工事
等で発注した案件の工事成績評定で加点。最近は
無いですが、入札参加停止にかかると減点なども
あり、毎年精査しております。

生駒市建設工事等入札参加者資格審査要綱の取
り扱いについて、ご説明し、ご意見をいただきまし
た。

まだ５％ほど下です。県は２９年度モデルを使って
いると書かれてましたので９０％を越えてます。

３－（６）　市内土木業者の発注標準範囲及び発
注標準領域の検討について

これで予算はいくらぐらい増えるんですか。 ２０年モデルである、２７年度の工事を０と仮定し、そ
れを２３年モデルと比べると、計算上１年間で大体７０
００万円ぐらい増えます。

市内土木業者の発注標準範囲及び発注標準領域
の検討について、ご説明し、ご意見をいただきまし
た。

経審は２年に１回ですか。 ２年に１回だけ本申請で出していただいてます。

業者からはもっと上げてくれたらいいとか要望はあり
ますか。

本来一般A級の業者がもっと言うべきことだと思いま
す。自分のところは下請けを使わなければいくらでも
いけると、業法に触れない限りはいけるんじゃないか
と、本来は言ってきてほしいんですけどもそれがあり
ません。ただ本市としては、設計単価も上がり、経費
も全部上り、最低制限価格も上がっています。そうす
ると４５００万円の上限が一般Aで良いのかというの
がありました。今回は上限額等も変わりましたので、
特定に食い込ませれば、今１０００万円の分に業者数
が確実に増えてくるので、拡げていく予定です。本当
は６０００万円にもしたい所ですが、反発もあります。
本市が適切に処理・確認できる数字として、５５００万
円で資格審査委員会に提案しようと考えています。

一般A級にも頑張って取ってほしいと。

経審自体は毎年やりますよね。

それでも奈良県などに比べるとまだ低いんです
か。

今はまだ５月ですので、途中のデータしか無いので、
発注の金額にもよりますが、７０００万円くらいを試算
しております。

ということは、いくら増えても１億円ぐらいですか。 １億円まではいかないと思いますが、今年の発注見
通しで大きい工事が何本でるかによると思います。

導入が早いですね。 奈良は国に合わせるかたちで変えています。国が変
えたのでという理由になるからです。



質　　　　　　　　　　問 回　　　　　　　　　　　答

これは３つの条件が揃っていて、形式上はA級の基
準に該当するが、うちはB級でいい、ということは出来
るんですね。

はい、できます。現に免許も持っている人もいます
が、それほど大きい工事は出来ません、ということを
業者の方から口頭で言われることがたまにあります。
業者的には資格上は一級を持っている人はいるが、
仕事上はまだそういうノウハウが無く、もう少しB級で
実績を作りたい、という業者もおられます。

確かに有り得る要望ですね。生駒市としては２年に１
回A級B級を判定しているのを、要望があった場合、
それに個別に対応するということですね。

はい、そうです。

５　次回開催日について 次回の開催は、定例会議として平成３０年１月２９日
（月）に開催することに決定しました。

４　案件抽出（当番委員）の指名について 生駒市入札監視委員会運営要領第３条第１項第２号
に基づき、松山委員に決定しました。


